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　　白菜を電子レンジで３０秒～１分加熱してやわらかくする。
      サーモンを３等分に切って、白菜でサーモンを巻く。
      鍋に水１カップとコンソメを入れ、　  のロール白菜を敷き 
　　詰める。
　　中火にかけて１分沸騰させたら、火を切る。
　　蓋を開けずに１０分蒸らす。

☆ベストコンビ

白菜のカリウム＋サーモンのＤＨＡ・ＥＰＡ　

血圧が気になる方におすすめ

ビタミンＣとカリウムは煮汁ごと摂取
ビタミンＣとカリウムは、水に溶け出る性質があります。
効率よく摂取するには、煮汁ごと食べられるスープや鍋が
おすすめ。

白菜をざく切りにする。
しめじは下を切り落とし、ばらす。
フライパンにサラダ油を敷い   　と　　をサッと炒め、
オイスターソースで味付けする。

白菜
サーモン

　

…………………………６枚
……………………２切

水
コンソメ
………………………１カップ

……………………1個

管理栄養士の
「おすすめレシピ」

材料　　　　　　　　　　　　　　（2人分）

白菜
しめじ
　

……………………1/8玉
…………………1パック

油
オイスターソース

　

………………………小さじ１
………大さじ１

材料　　　　　　　　　　　　　　（2人分）

作り方

作り方

エネルギー：67kcal　たんぱく質：9.5ｇ　脂質：1.8ｇ　塩分：1.2ｇ

１人当たりの栄養量

エネルギー：35kcal　たんぱく質：2.4ｇ　脂質：1.4ｇ　塩分：1.0ｇ

１人当たりの栄養量
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会って コミュニケーション

JA

センチビートグラスとは？
　草丈が低い芝草で、雑草を御制し、地表面
の被覆がはやい、永続性に優れるなどの特長
があります。景観向上などが望まれています。

新たな担い手の育成・支援

● 23 ● JAひがしみの

　ＪＡひがしみのでは、平成28年度から3ヵ年の中期計画（第6次中期計画）を策定し、「地域の
活性化」「農業者の所得増大」「経営基盤の確立」を自己改革の最重要課題とし、地域に根ざした
総合農協を目指しています。
　先月号の特集で、「地域の活性化」を目指し、次世代とつながるＪＡの活動を紹介しましたが、
今回は「農業者の所得増大」へ向け行っているＪＡの活動
を紹介します。

ＴＡＣって？

ＪＡひがしみののＴＡＣ

～必要とされるＪＡを目指す～

農業所得増大に向けてＴＡＣが活動

農業所得       へ
活動紹介

　TACとは、Ｔｅａｍ　ｆｏｒ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ
（チーム・フォー・アグリカルチュラル・コーディネーション）の略。

日本語に直すと、「担い手に出向くJA担当者」です。

　キャッチフレーズは、「Ｔとことん　Ａ会って　Ｃコミュニケー
ション」です。
　担い手を訪問して聞き取った情報をもとに、担い手農家の

視点にたった事業提案を行うことがTACの目的です。

センチビートグラスの作付け推進
　山林に囲まれた中山間地である東美濃地域は、法面・畦畔が多

く、水田経営において草刈り作業は大きな負担となっています。ま

た、法面・畦畔は傾斜が急な場所が多いため、危険が伴い、事故に

繋がることもあります。そんな大きな負担を少しでも軽くするために

「センチビートグラス」に注目し、県と協力し、作付け推進に向け、モ

デル地区を設定し試験を行っています。

法人化推進へ
　恵那市山岡町原地区で、「米・大豆」を主体とした作業受託組織

として取り組んできた旧営農組合「原営農組合」は今年法人化し、

「農事組合法人原営農」として再出発しました。

　当ＪＡでは、大きな農政の転換期にある状況の下、安定的な農業

所得の確保を目指し、法人化を推進しています。

タブレット導入で営農指導体制の強化図る
　当ＪＡは営農指導員の知識向上と、組合員や農家への迅速かつ

適切な営農指導を図るため、4月にタブレット端末機を導入しまし

た。

　導入した36台は営農指導員と支店営農経済担当者へ配布し、農

家訪問時に携帯することでインターネットによる検索機能を活用し

ます。また農薬についての情報を入手することや病害虫の写真を

検索できる農業電子図書館の利用も可能となります。

　タブレットを有効活用した指導体制を確立しています。

　当JAでは、本店に2名のTACと、各地域のアグリセンターに

営農指導員兼任TACを配置しています。

特 集

農事組合法人原営農

モデル地区農事組合法人はちたか

タブレットを使い指導する営農指導員

本店 営農部 営農企画課 
ＴＡＣ    三浦 隆紀

トマトの新規就農研修ハウス等の設置
　当ＪＡでは、県・市と一体となり、新たにトマト生産に取り組むことを希望する方にト

マトの生産技術・経営管理等について実習・講義を中心に研修を行っています。

　当ＪＡホームページではひがしみの夏秋トマト研修農場研修生を募集しています。

東美濃地域で就農してくれる人を対象に現住

所並びに東美濃地域にて用地の有無は問わ

ず募集。トマト生産者のハウスの横に研修生の

新たなハウスを設け、先輩農家のもと実践的に

実技を学べる体制になっています。

育成　　　支援
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● 45 ● JAひがしみの

栽培技術を学ぶ参加者

お米の品質を確認するメンバー

徹底した管理で育てられる栗旨豚 ぽろたんのPRを行う関係者

苗の管理について学ぶ参加者

生育状況などを確認する参加者

▲プロジェクターを使った研修

◀実技による研修

若手の生産者が研修会で交流深める

新たな担い手の育成・支援

～必要とされるＪＡも目指し～
農業所得       へ

付加価値の増大、消費者ニーズに基づく販売力強化

　東美濃夏秋トマト生産協議会はトマトの若手

生産者と新規生産者を対象に交流研修会を開

催しています。

　同研修会では参加対象者を40歳以下の生

産者、就農5年未満の生産者、と限定。参加者が

先輩農家との情報交換や交流で意識を共有し

合える関係づくりの場としています。

　参加者は当ＪＡ管内の夏秋トマト栽培圃場

を巡回し、今年の栽培で苦労した点や工夫した

点などを質問し、先輩農家からの話に熱心に耳

を傾けました。

チャレンジ塾や夜間ゼミを開講
　当ＪＡでは、毎年恵那森林事務所とトマト・ナス・栗・ちぢみ

ほうれん草などのチャレンジ塾をそれぞれ開催しています。同

塾は定年退職後に就農を考えている人や家庭菜園からさらに

専門性を高めたいと考えている人を対象に栽培技術の向上

を目指します。県・市と協力し、栽培に関する実践的な実技講

義や栽培コ

ストに関す

ることなど、

就農に必要な細かなことまで学ぶことが可能です。また、就農１

年目から３年目までの新規就農者や来年度から就農を考える

人を対象に「トマト夜間ゼミ」を行っています。毎月１回、日中業

務に忙しい農家のため夜間に行い、昨年より開始しました。今年

は約30名が受講しています。

さまざまな栽培見学ツアーを開催
　東美濃栗振興協議会と東美濃夏秋トマト生産協議

会、東美濃夏秋なす生産協議会はそれぞれ栽培見学

ツアーを毎年開催しています。

　同ツアーは定年退職などをきっかけに就農を考えて

いる方や栽培に興味がある方を対象に開催。実際に生

産者のほ場で、栽培の概要や組織の活動について説

明を聞き、当ＪＡの選果場なども見学します。

今ずり米 今つき米 ひとなる
11月13日開催！ひがしみの農業祭で各種販売・PR

　ＪＡひがしみのは管内で収穫した新米を

「ひとなる」として販売しています。「ひとなる」

とは「育つ」を意味。地元の美味しい米をたくさ

ん食べて、元気に育ってほしいという意味で名

付けました。

　米のブランド化により、米の独自販売の拡大

による買取販売の強化を行っています。

栗旨豚

　また、「東美濃産コシヒ

カリ」の極良食味産地としての早急な確立に向けて、生産者や恵

那農林事務所、当ＪＡ、行政などの関係機関が一体となり、戦略チ

ームを設置しています。

　地域での消費拡大に向け、「ひがしみの農業祭」では販売と

「あなたも挑戦！『おいしいお米当てクイズ』」と題したイベントも

行われます。一般的においしいといわれる「食味値」の高いお米

を当てた方に抽選で素敵なプレゼントがあります。

　中津川市の㈲吉野ジーピーファームが、飼料に栗を

加えて肥育する「栗旨豚」。特産品の栗を活かそうと、

飼料に栗を加えるのは国内でも珍しく、地域の新たな

ブランド豚として、消費拡大に期待がされています。こ

だわりの「栗旨豚」は柔らかくて、脂はあっさりで、ジュ

ーシーと評判です。ひがしみの農業祭当日は、栗旨豚

一口ステーキも抽選で無料プレゼントを行います。　

　

ぽろたん
　東美濃ぽろたん研究会に所属する会員が栽培して

いる栗の新品種「ぽろたん」。ぽろたんとは、平成19年

に発表された加熱することで渋皮がぽろっと剥ける品

種。ＪＡひがしみの管内では、同研究会を平成20年に

設立し、生産拡大を進めています。大粒で甘く、「ほく

ほく」した食感でとても美味しい栗として人気を集め

ています。「ひがしみの農業祭」でもPRを行います。

特 集
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当
J
A
青
壮
年
部
笠
置
支
部
は
１0
月

23
日
、
恵
那
市
笠
置
町
の
耕
作
放
棄
地
で
、

地
域
の
子
ど
も
を
対
象
に
サ
ツ
マ
イ
モ

の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
支
部
は
、
道
路
に
面
し
た
耕
作
放
棄

地
を
景
観
整
備
の
た
め
年
に
３
回
ほ
ど

草
刈
り
を
行
い
、
一
角
に
黒
豆
や
ニ
ン
ニ

ク
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
栽
培
。
収
穫
後

は「
ひ
が
し
み
の
農
業
祭
」に
出
品
し
て

い
ま
す
。

　
参
加
し
た
親
子
は
約
50
名
。
大
き
な

サ
ツ
マ
イ
モ
に
子
ど
も
達
は
驚
き
と
喜

び
の
歓
声
を
挙
げ
ま
し
た
。
大
き
な
サ

ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
し
た
子
ど
も
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
た
り
、
焼
き
芋
や
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
を
味
わ
い
ま
し
た
。

青壮年部が耕作放棄地を整備
子どもたちとサツマイモ収穫

　
東
美
濃
肉
牛
生
産
組
合
は
、

9
月
5
日
、
岐
阜
市
食
肉
地
方

卸
売
市
場
で
第
1
回
枝
肉
研
究

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
会
に
は
管
内
か
ら
選
り
す

ぐ
り
の
飛
騨
牛
20
頭
が
出
品
。
枝

肉
確
認
と
検
討
会
を
行
い
、
更
な

る
産
地
強
化
を
目
指
し
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
体
成
績
は
５
等
級
率
70
％
、

４
等
級
率
30
％
と
上
物
率
１
０
０
％

の
成
績
と
な
り
、
優
秀
賞
に
は
㈱

内
藤
牧
場
の
出
品
牛
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

枝肉研究会開催
産地強化を目指す

　
当
Ｊ
Ａ
は
１０
月
2０
日
、Ｊ
Ａ
本
店

で
平
成
29
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
の
写

真
入
選
者
の
表
彰
式
を
行
い
、
入
選

者
へ
同
Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合
長
か

ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
46
名
の
方
か
ら
１
３
９

点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
表

彰
式
で
は
審
査
講
評
の
他
、
入
選
者

同
士
の
意
見
交
換
会
も
行
わ
れ
、
足

立
組
合
長
は「
今
年
も
東
美
濃
ら
し

さ
や
四
季
を
感
じ
る
写
真
が
多
く

集
ま
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

☆
広
報
誌
１2
月
号
の
特
集
で
入

選
者
と
採
用
作
品
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

平成２９年版カレンダー
写真入選者表彰式

クリきんとんづくりを行う参加者

サツマイモを収穫する子どもたち

　
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
栗
生
産
者
と
恵
那
川
上
屋
ら
は

１0
月
１6
日
、
三
重
県
伊
勢
市
の
伊
勢
神
宮
に
、
栗

と
栗
き
ん
と
ん
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　
参
列
し
た
の
は
、
同
社
の
鎌
田
真
悟
社
長
は
じ

め
、
東
美
濃
栗
振
興
協
議
会
や
当
J
A
職
員
な
ど

約
50
名
。
栗
き
ん
と
ん
な
ど
を
載
せ
た
か
ご
を
担

い
で
伊
勢
神
宮
内
宮
の
神
楽
殿
へ
奉
納
。
栗
栽
培

の
振
興
に
感
謝
し
今
後
の
発
展
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
関
係
者
ら
は
食
の
安
全
・
安
心
と
超
特
選
栗
の

発
展
に
向
け
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

栗
き
ん
と
ん
の
発
展
祈
願

栗
生
産
者
ら
が
伊
勢
神
宮
を
参
拝

栗きんとんなどを奉納する栗生産者ら

　
恵
那
農
林
事
務
所
は
１0
月
9
日
、
恵
那
市
文
化
会
館

で
、「
ク
リ
き
ん
と
ん
づ
く
り
講
座
」を
初
め
て
開
催
し

ま
し
た
。
恵
那
市
の
肥
田
明
美
さ
ん
を
講
師
に
む
か
え
、

恵
那
・
中
津
川
市
民
１0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
講
座
は
、
栗
の
生
産
者
を
増
や
す
た
め
生
産
者
向

け
に
行
っ
て
き
た「
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」と
は
違
う
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
よ
う
と
開
催
。
栗
料
理
の
楽
し
さ
か
ら
、

自
分
で
育
て
た
栗
で
つ
く
る
楽
し
さ
へ
つ
な
げ
る
こ
と

が
目
的
。
参
加
者
は
、
来
年
１
月
に
行
わ
れ
る「
ク
リ
栽

培
の
基
本
技
術
講
習
会
」に
も
参
加
す
る
予
定
で
す
。

「
ク
リ
き
ん
と
ん
づ
く
り
講
座
」

生
産
拡
大
へ
消
費
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ

入選者と当JA足立組合長(中央)

　
当
Ｊ
Ａ
と
厚
生
連
、
信
連

は
、
９
月
29
日
Ｊ
Ｒ
中
津
川

駅
前
で
、
乳
が
ん
検
診
の
受
診

の
大
切
さ
を
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
な
ど
を
配
り
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
下
Ｊ
Ａ
が
９
月

か
ら
開
始
し
た
「
乳
が
ん
健

診
ク
ー
ポ
ン
券
付
き
定
期
貯

金
・
定
期
積
金
」
の
販
売
に

併
せ
た
も
の
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
12
月
30
日
ま
で
行
い
、
定

期
貯
金
・
定
期
積
金
を
契
約

に
無
料
で
受
診
で
き
る
ク
ー

ポ
ン
券
が
特
典
と
し
て
付
き
ま

す
。

ピンクリボン運動
中津川駅前で職員がＰＲ

PR活動を行う職員ら

　
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
１0　
月
21
日
、
第
４

回「
男
の
短
期
大
学
」講
座
を
同
Ｊ
Ａ
本

店
で
開
き
、
約
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
同
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
お
す
す
め

講
座
と
し
て
、
男
性
を
対
象
に
開
催
。
参

加
者
は「
き
じ
や
」の
小
椋
日
南
恵
さ
ん

を
講
師
に
、
ご
ま
豆
腐
や
煮
魚
、
缶
詰
で

簡
単
に
出
来
る
煮
物
な
ど
全
6
品
を
作

り
、
最
後
に
試
食
。

　
受
講
生
は「
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
美
味

し
か
っ
た
。こ
れ
か
ら
は
自
宅
で
も
作
っ

て
み
た
い
。」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

男
の
短
期
大
学

Ａ
コ
ー
プ
商
品
で
簡
単
料
理

料理を楽しむ参加者

検討会を行う関係者

　
当
J
A
年
金
友
の
会
は
１0
月
９
日
に
明
智
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
ひ
る
か
わ
ゴ
ル
フ
場
で「
第
8
回
J
A
ひ

が
し
み
の
年
金
友
の
会（
あ
っ
た
か
く
ら
ぶ
）ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
」を
開
催
し
、約
1
4
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
、

年
金
友
の
会
活
動
の
促
進
と
活
性
化
を
図
る
た
め

に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
優
勝
は
田
口
修
さ
ん（
中
津
川
市
付
知

町
）、
準
優
勝
は
成
瀬
茂
さ
ん（
恵
那
市
明
智
町
）

で
し
た
。

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

年
金
友
の
会
会
員
と
親
睦
を
深
め
る

あいさつをする当JA足立能夫組合長
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　松翠

JA Higashimino Information Plaza

組合員と地域へ日頃の感謝を込めて

ふれあい感謝祭

７月３０日に行われた恵那地域のふれあい感謝祭。

■11月19日(土)
　恵南アグリセンター
　9時～ 16時

■12月4日(日)
　東濃東市場内
　9時～ 16時

　当ＪＡでは今年も各地域で「ふれあい感謝祭」を
開催しています。これからの寒い季節に向けた家
庭用電化製品の展示の他、新鮮な魚介類や農産物
の販売などがあります。みなさんのお越しをお待
ちしております！

日　程

水田の土壌分析しませんか

土壌の採取方法と土壌分析

サンプルの調整方法

　管内の土壌実態調査（３ケ年）の結果「苦土」と「加里」が不足
していました。また、補足調査の結果、ケイ酸も不足傾向にあり
ます。
　今一度、水田の土壌分析をし、美味しいお米をつくるための
『土づくり肥料』の施用をおすすめします。
１．分析項目　耕種作物３分析＋ケイ酸
　　　　　　 ３項目（PH、K2O、トルオグリン酸）＋ケイ酸
２．分析料金　2,160円（税込）
　　　　　　 上記金額の内半額１，０８０円（税込）は、ＪＡにて助
　　　　　　　成します。
３．提出先・お問い合わせ　ＪＡ各アグリセンター又はＪＡ各支店
４．提出期日　平成２8年１１月３０日（水）まで
５．試料必要量　乾土3００ｇ

「クリ基本技術講習会」を開催します
クリの基本を学んで、クリをいっしょにつくりませんか？
　東美濃のクリは地域の産業を担う重要な農作物となっており、全国でもトップクラスの産地となっております。
しかし、お菓子屋さんが原料に扱うクリの量に対して、地元産クリの生産量は少ない状況にあり、高品質なクリをたくさん作ること
が望まれています。
　そこで、新たなクリ生産者掘り起し等の一環として、また近年多発する凍害の被害軽減にむけた学習の場として、クリ栽培に関
する基本知識及び技術習得のための講習会を開催します。これを機に一緒にクリをつくりませんか？

●土壌の採取方法
①採土に使用する用具、袋等は清浄
　であることを確認して使用します。
②地表面を２ｃｍ程度削り取り、その
　下の作土層について、深さ１５ｃｍ
　程度、均等の厚さで土壌を採ります。
③圃場の5箇所程度から、約３００ｇ
　ずつ採取し、それを良く混合した
　後ビニール袋に入れます。

●分析サンプル
　採取方法

●サンプル採取場所

地表土2cm位取り除く

作土15cm}

　求人区分

１．新卒求人

２．一般求人

応募資格 応募書類 採用人数

大卒、短大卒、専門学校を29
年３月卒業見込または卒業後３
年以内の社会人経験のない方

高卒以上の社会人経験のあ
る方

・エントリーシート
・成績証明書
※リクナビへのプレエントリーも必要です。

・エントリーシート
・職務経歴書
・卒業証明書（証書写しで可）

若干名

　　　説明会名

ＪＡひがしみの説明会

日　　程 場　　所 申込方法

平成28年11月16日（水）
14：00～16：00

リクナビまたは電話で
申し込みくださいＪＡ本店

～正職員採用試験（追加募集）のご案内～
■採用職種・・・・・・・・・・総合職採用（金融・共済事業、営農指導・販売事業、購買事業、他）

■応募資格、応募書類・・　

■試験日程・・・・・・・・・・応募書類提出期日：平成28年11月24日（必着）　※書類選考通過者に対し、試験のご案内をします。
　　　　　　　　　　　選考試験日（予定）：12月1日（木）（筆記試験、小論文、面接試験）

■説明会・・・・・・・・・・・説明会に来場ください。ＪＡひがしみのについて説明いたします。

　　　　　　　　　　　　　　※個別の訪問も対応します。人事課までお問い合わせ下さい。

■書類の提出先、説明会申込先、問い合わせ先
　　　　　　　　　　　〒509-9132　中津川市茄子川1646-19　ＪＡひがしみの　総務部人事課　
　　　　　　　　　　　 Tel 0573-78-0168  Fax 0573-68-7724　E-mail: jinji@ja-higashimino.gjadc.jp　
ＪＡひがしみの採用情報 　http://www.ja-higashimino.or.jp/recruit/

　

■日時・・・・・・・・・・・平成２９年１月　８日（日）　午前９時半～１６時半
　　　　　　　　　　　　　　１月１１日（水）　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　　１月１５日（日）　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　　１月１８日（水）　　　　　〃

■ところ・・・・・・・・・・８日、１１日：中津川市苗木 棚垣クリ園　１５日、１８日：恵那市長島町久須見 水野クリ園

■講師・・・・・・・・・・・８日、１１日：榊間信明氏、土屋厚子氏　１５日：森川哲幸氏、林保夫氏　１８日：田立好男氏、鈴村猛氏

■定員・・・・・・・・・・・各日とも２０名程度

■参加費・・・・・・・・・・無料
　　　　　　　　　　　　※昼食や飲み物は受講者にて用意をお願いします。
　　　　　　　　　　　　※１人１会場のみ受講可（各会場毎、定数未満の場合に限り複数会場の受講を認めることとします）

■持ち物・・・・・・・・・（持参できる方は）剪定バサミ、剪定ノコ、軍手、脚立（３脚）

■申し込み先・・・・・・岐阜県恵那農林事務所農業普及課（TEL0573-26-1111（内線388））

■申し込み締め切り・・・平成２８年１２月２０日（火）

採取部分

　　　　　　　　　　　　　　　※正職員採用日はいずれも平成29年４月１日です。
　　　　　　　　　　　       ※エントリーシートはＪＡひがしみのホームページ「採用情報」からダウンロードできます。
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③圃場の5箇所程度から、約３００ｇ
　ずつ採取し、それを良く混合した
　後ビニール袋に入れます。

●分析サンプル
　採取方法

●サンプル採取場所

地表土2cm位取り除く

作土15cm}

　求人区分

１．新卒求人

２．一般求人

応募資格 応募書類 採用人数

大卒、短大卒、専門学校を29
年３月卒業見込または卒業後３
年以内の社会人経験のない方

高卒以上の社会人経験のあ
る方

・エントリーシート
・成績証明書
※リクナビへのプレエントリーも必要です。

・エントリーシート
・職務経歴書
・卒業証明書（証書写しで可）

若干名

　　　説明会名

ＪＡひがしみの説明会

日　　程 場　　所 申込方法

平成28年11月16日（水）
14：00～16：00

リクナビまたは電話で
申し込みくださいＪＡ本店

～正職員採用試験（追加募集）のご案内～
■採用職種・・・・・・・・・・総合職採用（金融・共済事業、営農指導・販売事業、購買事業、他）

■応募資格、応募書類・・　

■試験日程・・・・・・・・・・応募書類提出期日：平成28年11月24日（必着）　※書類選考通過者に対し、試験のご案内をします。
　　　　　　　　　　　選考試験日（予定）：12月1日（木）（筆記試験、小論文、面接試験）

■説明会・・・・・・・・・・・説明会に来場ください。ＪＡひがしみのについて説明いたします。

　　　　　　　　　　　　　　※個別の訪問も対応します。人事課までお問い合わせ下さい。

■書類の提出先、説明会申込先、問い合わせ先
　　　　　　　　　　　〒509-9132　中津川市茄子川1646-19　ＪＡひがしみの　総務部人事課　
　　　　　　　　　　　 Tel 0573-78-0168  Fax 0573-68-7724　E-mail: jinji@ja-higashimino.gjadc.jp　
ＪＡひがしみの採用情報 　http://www.ja-higashimino.or.jp/recruit/

　

■日時・・・・・・・・・・・平成２９年１月　８日（日）　午前９時半～１６時半
　　　　　　　　　　　　　　１月１１日（水）　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　　１月１５日（日）　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　　１月１８日（水）　　　　　〃

■ところ・・・・・・・・・・８日、１１日：中津川市苗木 棚垣クリ園　１５日、１８日：恵那市長島町久須見 水野クリ園

■講師・・・・・・・・・・・８日、１１日：榊間信明氏、土屋厚子氏　１５日：森川哲幸氏、林保夫氏　１８日：田立好男氏、鈴村猛氏

■定員・・・・・・・・・・・各日とも２０名程度

■参加費・・・・・・・・・・無料
　　　　　　　　　　　　※昼食や飲み物は受講者にて用意をお願いします。
　　　　　　　　　　　　※１人１会場のみ受講可（各会場毎、定数未満の場合に限り複数会場の受講を認めることとします）

■持ち物・・・・・・・・・（持参できる方は）剪定バサミ、剪定ノコ、軍手、脚立（３脚）

■申し込み先・・・・・・岐阜県恵那農林事務所農業普及課（TEL0573-26-1111（内線388））

■申し込み締め切り・・・平成２８年１２月２０日（火）

採取部分

　　　　　　　　　　　　　　　※正職員採用日はいずれも平成29年４月１日です。
　　　　　　　　　　　       ※エントリーシートはＪＡひがしみのホームページ「採用情報」からダウンロードできます。
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初
夏
か
ら
盛
夏
に
か
け
て
盛
ん
に
つ
る

を
伸
ば
し
て
き
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
や
が

て
収
穫
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
芋
の
肥

大
経
過
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
通
常
８
〜

９
月
に
は
半
数
以
上
が
５０
ｇ
以
上
に
も
な

り
、
そ
の
後
急
生
長
し
１０
月
中
旬
〜
１1
月

に
入
る
と
肥
大
は
緩
や
か
に
な
り
ま
す
が
、

霜
が
降
り
る
こ
ろ
ま
で
少
し
ず
つ
太
り
続

け
ま
す
。

　
自
家
菜
園
で
は
必
要
に
応
じ
て
探
り
掘

り（
株
元
に
手
を
差
し
込
み
、
適
当
に
肥
っ

た
芋
だ
け
を
収
穫
す
る
）を
し
ま
し
ょ
う
。

　
本
格
的
な
収
穫
の
適
期
は
、
１1
月
で
、

肌
寒
さ
を
感
じ
、
初
霜
も
近
く
な
っ
た
頃

で
す
。
初
霜
が
降
り
る
と
若
い
葉
が
枯
れ

る
の
で
、
す
ぐ
分
か
り
ま
す
。
何
回
か
降

霜
に
遭
い
、
多
く
の
葉
が
黒
く
枯
れ
上

が
っ
た
ら
待
っ
た
な
し
、
急
い
で
全
部
掘

り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
収
穫
日
は
で
き
る

だ
け
畑
が
乾
い
て
い
た
方
が
芋
の
た
め

に
も
作
業

の
し
や
す

さ
の
た
め

に
も
好
都

合
で
す
。

　
収
穫
の

手
順
は
、
ま

ず
つ
る
の

株
元
部
分

を
探
り
出
し
、
地
際
の
つ
る
を
地
上
４
〜

５
㎝
残
し
、
鎌
で
刈
り
取
り
ま
す
。
刈
り

取
っ
た
つ
る
を
畑
の
外
へ
運
び
出
し
、
畝

を
丸
裸
に
し
、
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
を
剥
が

し
て
か
ら
、
芋
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
注
意

し
て
株
元
に
大
き
く
く
わ
を
打
ち
込
み
、

芋
全
部
を
掘
り
出
し
ま
す
。

　
そ
の
際
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
つ
る
は

強
大
で
大
き
く
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
、

畑
の
中
で
５０
〜
6０
㎝
ほ
ど
の
長
さ
に
鎌

で
切
り
分
け
て
、
畑
か
ら
運
び
だ
し
や

す
く
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
ま
た
、
掘
り

取
る
際
に
、
貯
蔵
予
定
の
芋
は
、
つ
る
か

ら
外
さ
な
い
よ
う
注
意
し
て
扱
い
、
容

器
に
入
れ
て
丁
寧
に
持
ち
運
ぶ
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
刈
り
取
っ
た
大
量
の
つ
る
は
、
畑
の
隅

な
ど
に
推
積
し
て
乾
か
し
て
お
き
ま
す
。

こ
の
つ
る
は
堆
肥
材
料
と
し
て
も
よ
く
、

特
に
来
春
の
ト
マ
ト
な
ど
果
菜
類
の
元
肥

溝
に
、
粗
大
堆
肥
材
料
と
し
て
施
す
と
、

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
ま
す
。

　
貯
蔵
方
法
は
、
水
は
け
の
良
い
場
所
を

選
び
図
の
よ
う
に
深
さ
7０
〜
8０
㎝
の
穴
を

掘
り
、
底
の
部
分
に
稲
わ
ら
を
敷
き
、
つ

る
の
付
い
た
ま
ま
の
芋
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
丁
寧
に
重
ね
入
れ
ま
す
。
収
め
終
わ
っ

た
ら
上
に
も
稲
わ
ら
、
も
み
殻
を
覆
い
ま

す
。
貯
蔵
の
適
温
は
13
度
、
湿
度
は
9０
％

が
目
安
で
す
。

　
少
量
の
貯
蔵
な
ら
、
芋
を
新
聞
紙
に
く

る
ん
で
、
保
湿
性
の
高
い
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
の
箱
に
入
れ
、
室
内
の
冷
暗
所
に
置
く

だ
け
で
十
分
で
す
。

年齢的に
農業が・・・

来年は誰かに
農地管理を
お願いしたい！

そんなときは

サ
ツ
マ
イ
モ
の

上
手
な
収
穫
と
貯
蔵
法

2016年
11月

情報

2016年
11月

（1）つるを刈り取る

貯蔵用はつるを
付けて掘り上げる

（2）くわを大きく打ち込んで芋を掘り上げる

［探り掘り］

［本収穫］

［貯蔵］

もみ殻通気筒
稲わら

稲わら

芋
70～
80cm

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、環
境
に
優
し
い
農
業
を
目
指
し
て
、

県
、市
行
政
と
も
連
携
し
な
が
ら
農
業
用
使
用
済
資

材
の
回
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
各
地
域
で
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

農
業
用
使
用
済
資
材
と
は
？

　
使
い
終
わ
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
、

マ
ル
チ
、
肥
料
袋
、
育
苗
箱
、
ポ
ッ
ト
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
使
用
済
資
材
は
廃
棄
物
処
理
法
で
産
業

廃
棄
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

回
収
日
と
回
収
場
所

中
津
川
地
域

坂
本
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

　
12
月
12
日（
月
）10
時
〜
14
時

恵
那
地
域

恵
那
カ
ン
ト
リ
ー

　
12
月
9
日（
金
）10
時
〜
14
時

　（
恵
那
、
恵
那
西
、
大
井
支
店
管
内
）

蛭
川
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

　
12
月
12
日（
月
）10
時
〜
14
時

　（
恵
那
北
部
、
蛭
川
支
店
管
内
）

恵
那
北
地
域

福
岡
選
果
場

　
12
月
9
日（
金
）10
時
〜
14
時

加
子
母
選
果
場

　
12
月
12
日（
月
）10
時
〜
14
時

恵
南
地
域

恵
南
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

　
12
月
9
日（
金
）10
時
〜
14
時

回
収
す
る
も
の

 
・
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル

　（
泥
を
落
と
し
て
10
㎏
位
の
玉
に
し
て
）

 

・
ビ
ニ
ー
ル
以
外
の
農
業
資
材

　（
持
ち
運
び
し
や
す
い
よ
う
に
）

回
収
方
法

　
そ
れ
ぞ
れ
の
回
収
場
所
ま
で
各
個
人
持
ち
込
み

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
重
量
測
定（
原
則
運
搬
車
毎

計
量
）を
し
て
フ
レ
コ
ン
に
詰
め
込
み
ま
す
。

回
収
費
用

　
費
用
は
搬
入
農
家
の
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

処
理
費
は
１
９
，
０
０
０
円（
税
抜
）／
㎥
で
す
が
、

資
材
の
種
類
や
量
に
よ
っ
て
各
地
区
で
単
価
に
差

が
出
ま
す
。
昨
年
は
平
均
で
１
6
5
円
／
㎏
と
な
り

ま
し
た
。
体
積
金
額
を
重
量
換
算
し
て
㎏
単
価
で
請

求
し
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

※
当
日
は
印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

JAひがしみの　農地相談月間開催JAひがしみの　農地相談月間開催

農
業
用
使
用
済
資
材
回
収
の

お
知
ら
せ

期 間　１１月１日～３０日　
　　　 ＪＡ各支店・アグリセンター窓口
　　　 重点相談日：毎週月曜日

ＪＡにご相談ください
農地中間管理事業により
借り手農家を探します。
お気軽にどうぞ

　農地中間管理事業とは、新しい農地の貸し借りの仕組みで、「農地中間管
理機構」が農地の中間受け皿となり、耕作を続けることが難しくなった農地を機
構が借受け、担い手がまとまりのある形で利用できるよう配慮し、農地の貸付け
を行う事業です。
※岐阜県では、（一社）岐阜県農畜産公社が農地中間管理機構として指定を受けました。

農地中間管理事業とは
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材
の
回
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
各
地
域
で
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

農
業
用
使
用
済
資
材
と
は
？

　
使
い
終
わ
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
、

マ
ル
チ
、
肥
料
袋
、
育
苗
箱
、
ポ
ッ
ト
な
ど
で
す
。

こ
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使
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済
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材
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廃
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物
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法
で
産
業

廃
棄
物
に
指
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さ
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て
い
ま
す
。

回
収
日
と
回
収
場
所

中
津
川
地
域

坂
本
ラ
イ
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セ
ン
タ
ー

　
12
月
12
日（
月
）10
時
〜
14
時

恵
那
地
域

恵
那
カ
ン
ト
リ
ー

　
12
月
9
日（
金
）10
時
〜
14
時

　（
恵
那
、
恵
那
西
、
大
井
支
店
管
内
）

蛭
川
ラ
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セ
ン
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ー
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日（
月
）10
時
〜
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川
支
店
管
内
）
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域
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岡
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場
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時
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場
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月
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月
）10
時
〜
14
時

恵
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地
域

恵
南
ア
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リ
セ
ン
タ
ー
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月
9
日（
金
）10
時
〜
14
時

回
収
す
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の

 

・
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル

　（
泥
を
落
と
し
て
10
㎏
位
の
玉
に
し
て
）

 

・
ビ
ニ
ー
ル
以
外
の
農
業
資
材

　（
持
ち
運
び
し
や
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い
よ
う
に
）

回
収
方
法
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す
。

回
収
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用
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な
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す
。

処
理
費
は
１
９
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０
０
０
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資
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の
種
類
や
量
に
よ
っ
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各
地
区
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単
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差

が
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ま
す
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昨
年
は
平
均
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１
6
5
円
／
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な
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。

※
当
日
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印
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を
必
ず
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持
参
く
だ
さ
い
。

JAひがしみの　農地相談月間開催JAひがしみの　農地相談月間開催

農
業
用
使
用
済
資
材
回
収
の

お
知
ら
せ

期 間　１１月１日～３０日　
　　　 ＪＡ各支店・アグリセンター窓口
　　　 重点相談日：毎週月曜日

ＪＡにご相談ください
農地中間管理事業により
借り手農家を探します。
お気軽にどうぞ

　農地中間管理事業とは、新しい農地の貸し借りの仕組みで、「農地中間管
理機構」が農地の中間受け皿となり、耕作を続けることが難しくなった農地を機
構が借受け、担い手がまとまりのある形で利用できるよう配慮し、農地の貸付け
を行う事業です。
※岐阜県では、（一社）岐阜県農畜産公社が農地中間管理機構として指定を受けました。

農地中間管理事業とは
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　「
ス
リ
ル
が
あ
る
」と
釣
り
の
魅
力
を
語
る

西
尾
さ
ん
。
釣
り
人
な
ら
誰
で
も
憧
れ
る「
ク

エ
釣
り
」に
日
々
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
過
去
に

は
、
体
長
131
㎝
、
重
さ
３２
㎏
の
大
物
を
釣
り
上

げ
た
こ
と
も
。「
ク
エ
」は
１
㎏
１
万
円
ほ
ど
の

価
値
が
あ
る
高
級
魚
で
、
大
き
い
ほ
ど
お
い
し

い
魚
で
す
。
西
尾
さ
ん
は「
天
然
も
の
は
、
な

か
な
か
手
に
入
ら
ず
、
他
の
魚
と
は
比
べ
ら
れ

な
い
ほ
ど
の
美
味
し
さ
」と
語
り
ま
す
。

　
西
尾
さ
ん
は
、小
学
生
の
頃
か
ら
川
釣
り
を
始
め
、今
で
は
海
釣
り
も
北
は
佐

渡
島
か
ら
南
は
沖
縄
の
慶
良
間
諸
島
ま
で
全
国
各
地
に
釣
り
に
出
か
け
て
い
ま

す
。

　
大
物
の
ク
エ
は
３
、
４
年
に
一
度
釣
れ
る
か
釣
れ
な
い
か
の
貴
重
な
魚
な

の
で
忍
耐
力
が
必
要
で
す
。
ま
た
人
が
集
ま
ら
な
い
崖
な
ど
に
い
る
た
め
、

足
場
の
悪
い
険
し
い
岩
場
は
命
が
け
で
す
。

岩
に
命
綱
で
体
を
結
び
つ
け
、
波
に
打
た
れ

る
経
験
は
何
度
も
し
た
と
話
し
、
釣
り
へ
の

意
気
込
み
は
人
一
倍
。

　
釣
れ
た
ク
エ
は
全
国
の
仲
間
と
、
ク
エ
鍋

を
し
て
楽
し
み
ま
す
。
60
歳
を
超
え
て
い
る

と
思
え
な
い
体
力
は
、
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
賜
物
で
す
。

　「
大
物
が
釣
れ
た
と
き
の
嬉
し
さ
は
格
別
。

今
後
の
目
標
は
、
自
分
の
記
録
を
超
え
て

い
く
こ
と
で
す
。」と
語
り
ま
す
。

恵
那
市
東
野

　西
尾 

敏
博
さ
ん（
66
）

忍
耐
力
が
大
切

　常に、正確な接客を心掛けています。
新人職員が成長できるようにサポートし
ていきたいです。

Profile

頼れる先輩職員へ

下
野
支
店

  

原

　友
美

担　当：オペレーター・窓口
入　組：20年目
出　身：中津川市苗木
血液型：A型

　
父
親
が
和
牛
繁
殖
農
家
だ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
知
り
合
い
か
ら
誘
わ
れ
、
平
成
11
年
に
和
牛

一
貫
農
家
の
合
同
フ
ァ
ー
ム「
Ｎ
H
Ｋ
フ
ァ
ー
ム
」

を
設
立
し
た
西
尾
さ
ん
。
8
年
ほ
ど
前
か
ら
独
立

し
、「（
有
）Ｎ
Ｈ
Ｋ
フ
ァ
ー
ム
」と
し
て
法
人
化
。
肥

育
と
繁
殖
の
両
方
を
行
い
、
西
尾
さ
ん
が
社
長
を

務
め
ま
す
。

　（
有
）Ｎ
Ｈ
Ｋ
フ
ァ
ー
ム
は
約
１
３
０
頭
の
黒
毛

和
種
を
肥
育
と
繁
殖
。
肥
育
の
牛
の
中
で
も
、
あ
る

評
価
基
準
以
上
に
な
っ
た
も
の
が
、
飛
騨
牛
と
し

て
出
荷
さ
れ
ま
す
。（
有
）Ｎ
Ｈ
Ｋ
フ
ァ
ー
ム
の
牛
は

平
成
２６
年
度
県
の
畜
産
共
進
会
で
優
良
賞
も
受

賞
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
付
知
・
福
岡
・
坂
下
肉
牛
組
合
に
所
属
し
、

同
組
合
で
は
、
出
荷
し
た
牛
の
成
績
を
数
値
化

し
た
も
の
を
も
と
に
、
勉
強
会
な
ど
を
行
っ
て

お
り
、
お
い
し
い
牛
の
肥
育
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
お
い
し
い
牛
を
育
て
る
た
め
に
は
、
ス
ト
レ
ス

を
与
え
な
い
環
境
づ
く
り
が
ポ
イ
ン
ト
。
静
か
で
、

清
潔
な
所
で
寝
か
せ
て
あ
げ
る
た
め
、
特
に
毎
日

の
掃
除
は
徹
底
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
決

ま
っ
た
時
間
に
エ
サ
を
あ
げ
る
こ
と
で
、
牛
は
体

の
リ
ズ
ム
が
整
い
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
さ
せ
な
い

大
切
な
作
業
で
す
。

　「
こ
れ
か
ら
も
安
定
し
た
肉
質
の
い
い
牛
を
育
て

る
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。」と
意
気
込
み
ま
す
。

安
定
し
た
お
い
し
い
牛
の
出
荷
に
向
け
て

酪農農家に
興味がありませんか？
　ＪＡひがしみの畜産課では、酪農に
興味がある方を募集しています。年齢、
経験などは問いません。「牛の世話を
してみたい。」という方を対象に酪農農
家でまずはアルバイトしてみませんか。

●お問い合わせ　
ＪＡひがしみの営農部畜産課
ＴＥＬＬ　0573-68-0137

　綾香ちゃんは、面倒見が良い優しいお姉ちゃん。優希く
んは活発でお姉ちゃんと一緒に外で元気に遊ぶのが大好き。
末っ子の健琉くんは、ちょっぴりやんちゃで何でも食べる食
いしん坊です。「挨拶やありがとう、ごめんなさいがしっかり
言える子たちに育ってほしい」とお母さんは願います。

おそろいＴシャツがお似合い

中津川市福岡

西尾 忠臣さん（40）

中津川市坂下

吉村 健琉くん(1)　綾香ちゃん(6)　優希くん(5)　
あや　か ゆう　きたけ　る
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※11月16日（水）の法律相談は
　11月30日（水）に変更いたしました。

● 1415 ● JAひがしみの

②小包でよく見る「ー注意」のシー
ルはガラス細工や精密機器を送ると
きなどに使います
⑤ホテルでベッドが２つある部屋
⑦ーを憎んで人を憎まず
⑧榊（さかき）や水を供えます
⑩華やかではなくつつましやか
⑫奥の反対側
⑭床に張ったりかまぼこの土台にしたり
⑯西洋料理の澄んだスープといえば
⑱繊維をすいて作ります
⑳超高層ビルが立ち並ぶ中東の観光
都市

　機械を使わずーで選果した

①ピーナツと呼ばれることも
②学校給食のー表が配布された
③レジが混んでいるときは長く延びます
④秋の山を赤く染めます
⑥分からないときは国語辞典などで調
べることも
⑨海の鼠（ねずみ）と書く生き物
⑪受け取り伝票などに押します
⑬マラソン選手に―から声援が飛んだ
⑮三角形の面積＝底辺×ー÷２
⑰かけ、ざる、もりといえば
⑲南を向いたとき西の方向

■10月号の答え
ナシモギ（梨もぎ）

■クイズ当選者（敬称略）
藤田 恭一、渡辺 倖矢、内木 清市
赤坂 きみえ、三宅 千代、西尾 政子
川上 英子、吉村 文夫、鈴村 富子
佐々木 恵麗菜

　
特
集
の
な
か

で
、
少
年
が
耕

耘
機
を
使
っ
て

い
る
写
真
を
見

て
、
と
て
も
感

心
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
経
験

は
い
つ
か
き
っ

と
役
に
立
つ
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
子
ど
も
に
伝
わ
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

中
津
川
市
付
知
町
　
早
川 

幸
子
さ
ん

　
昨
年
か
ら
ア

グ
リ
ス
ク
ー
ル

に
参
加
し
て
い

ま
す
。
家
で
は

農
作
業
を
す
る

機
会
は
な
く
、

苗
の
植
え
付
け

は
暑
い
中
で
大

変
で
し
た
が
、

と
て
も
い
い
経
験
に
な
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
も
野
菜
は
何
で
も

大
好
き
で
す
。

中
津
川
市
川
上
　
若
松 

美
也
子
さ
ん

　
子
ど
も
た
ち
が
農
業
に
触
れ
る

き
っ
か
け
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
も

Ｊ
Ａ
は
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

  

エ
ン
ゼ
ル
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
今

年
も
綺
麗
に
咲
き
ま
し
た
。

恵
那
市
長
島
町
　
安
田 

晃
子
さ
ん

　
４
歳
の
孫
の
名
前
を
は
さ
み
で

彫
っ
て
み
ま
し
た
。

恵
那
市
山
岡
町
　
市
川 

並
三
さ
ん

　
赤
い
花
の
み
ょ
う
が

中
津
川
市
付
知
町
　
熊
谷 

政
光
さ
ん

　み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
写
真

毎
月
楽
し
み
で
す
。

（
お
詫
び
と
訂
正
）

9
月
号
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た「
お
か
し
な
キ
ュ

ウ
リ
」の
提
供
者
は
、
正
し
く
は
田
口
憲
一
さ

ん
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■タテのカギ ■ヨコのカギ ﹇
問
題
﹈二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

　
　
　
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの  本店  組織広報課

■応募締切日
平成28年11月25日(金)
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に農協
全国商品券（1,000円分）をプレゼント

■応募要領
官製ハガキにクイズの答えと、郵便
番号、住所、氏名、年齢、職業、電話
番号、ＪＡまたは広報誌に対する意
見、要望などをご記入の上、下記ま
でお寄せ下さい。

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

7日（水）・8日（木）
平成28年12月のふれあい訪問日

事故をしてしまったら                           　TEL 0120-25-8931
通帳・キャッシュカードを無くしてしまった　TEL 0120-215-522
葬儀に関するご相談は                             TEL 0120-09-8382
電化製品のお問い合わせは                            TEL 0573-78-0122
プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは     TEL 0573-68-7744

11月

12月

9日（水）
〃　　

16日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
7日（水）
〃　　
〃　　

14日（水）
〃　　

恵那支店
坂下支店
本店
加子母支店
付知支店
下野支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

11月

12月

9日（水）
10日（木）
16日（水）
※30日（水）
7日（水）
8日（木）

下野支店
本店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

11月

12月

9日（水）
〃　　

16日（水）
22日（火）
13日（火）
14日（水）

恵那支店
山岡支店
本店
下野支店
山岡支店
恵那支店

月　　日内 容 場　　所

税務
相談

本 店
中 津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

ご案内窓口 市外局番 　（0573）

上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

　
紅
葉
の
撮
影
に
夕
森
へ
行
き

ま
し
た
。
そ
の
日
は
雨
が
降
っ

て
お
り
、
観
光
客
の
傘
が
紅
葉

に
色
合
い
を
足
し
、
さ
ら
に
キ

レ
イ
に
見
え
ま
し
た
。

（カレンダー応募作品より）

雨
の
紅
葉
狩
り

撮

　影
：
原

　秋
尾 

さ
ん

　
　
　
　
（
中
津
川
市
駒
場
）

撮
影
地
： 

夕
森
公
園

■
鈴
木
ち
な
み
の「
元
気
の
み
な
も
と
」が
放
送
さ
れ
、
か
な
り

の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
半
年
前
か
ら
準
備
を
進
め
、
出
演
者

や
撮
影
場
所
を
探
し
何
と
か
放
送
日
に
間
に
合
い
ま
し
た
。
普

段
何
気
な
く
テ
レ
ビ
を
観
て
い
ま
し
た
が
、
一
つ
の
番
組
を
作

る
の
が
こ
ん
な
に
大
変
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ち
な
み

さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。      （
も
）

■「
ち
な
み
な
」の
放
送
を
ど
れ
だ
け
の
方
が
見
て
い
た
だ
け
た

で
し
ょ
う
か
。放
送
で
は
、恵
那
の
お
神
輿
の
映
像
も
流
れ
た
の

で
、職
員
も
テ
レ
ビ
に
で
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
、私
は
タ
イ
ミ

ン
グ
悪
く
映
っ
て
な
か
っ
た
の
で
す
が
・・・
。

　
初
め
て
テ
レ
ビ
の
仕
事
に
携
わ
り
ま
し
た
が
、話
題
づ
く
り

に
も
な
り
、い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（
こ
）

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
①平成２８年度仮決算の結果について
②保証貸付限度額超過貸付金の承認について
③理事との利益相反契約について
【報告事項】
①内部監査結果について
②第２四半期余裕金運用状況について
③反社会的勢力との取引排除に係る対応状
況について
④組合員の加入及び脱退の状況について
⑤中期及び単年度事業計画進捗状況について
⑥平成２８年度ＪＡファンづくり運動進捗状況
について
⑦平成２８年度上期運営委員会検討事項に
ついて
⑧リスク管理債権（第２四半期）の現況について
⑨大口貸出金（上期）の現況について
⑩理事との利益相反契約の結果について
⑪９月末の事業実績について

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品取扱高

32,549人
26億5,325万円

2,182億4,272万円
410億9,351万円
6,848億3,303万円
33億8,743万円
23億2,917万円

第6回理事会   （平成28年１０月２７日）

（平成28年9月30日現在）



※11月16日（水）の法律相談は
　11月30日（水）に変更いたしました。

● 1415 ● JAひがしみの

②小包でよく見る「ー注意」のシー
ルはガラス細工や精密機器を送ると
きなどに使います
⑤ホテルでベッドが２つある部屋
⑦ーを憎んで人を憎まず
⑧榊（さかき）や水を供えます
⑩華やかではなくつつましやか
⑫奥の反対側
⑭床に張ったりかまぼこの土台にしたり
⑯西洋料理の澄んだスープといえば
⑱繊維をすいて作ります
⑳超高層ビルが立ち並ぶ中東の観光
都市

　機械を使わずーで選果した

①ピーナツと呼ばれることも
②学校給食のー表が配布された
③レジが混んでいるときは長く延びます
④秋の山を赤く染めます
⑥分からないときは国語辞典などで調
べることも
⑨海の鼠（ねずみ）と書く生き物
⑪受け取り伝票などに押します
⑬マラソン選手に―から声援が飛んだ
⑮三角形の面積＝底辺×ー÷２
⑰かけ、ざる、もりといえば
⑲南を向いたとき西の方向

■10月号の答え
ナシモギ（梨もぎ）

■クイズ当選者（敬称略）
藤田 恭一、渡辺 倖矢、内木 清市
赤坂 きみえ、三宅 千代、西尾 政子
川上 英子、吉村 文夫、鈴村 富子
佐々木 恵麗菜

　
特
集
の
な
か

で
、
少
年
が
耕

耘
機
を
使
っ
て

い
る
写
真
を
見

て
、
と
て
も
感

心
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
経
験

は
い
つ
か
き
っ

と
役
に
立
つ
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
子
ど
も
に
伝
わ
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

中
津
川
市
付
知
町
　
早
川 

幸
子
さ
ん

　
昨
年
か
ら
ア

グ
リ
ス
ク
ー
ル

に
参
加
し
て
い

ま
す
。
家
で
は

農
作
業
を
す
る

機
会
は
な
く
、

苗
の
植
え
付
け

は
暑
い
中
で
大

変
で
し
た
が
、

と
て
も
い
い
経
験
に
な
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
も
野
菜
は
何
で
も

大
好
き
で
す
。

中
津
川
市
川
上
　
若
松 

美
也
子
さ
ん

　
子
ど
も
た
ち
が
農
業
に
触
れ
る

き
っ
か
け
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
も

Ｊ
Ａ
は
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

  

エ
ン
ゼ
ル
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
今

年
も
綺
麗
に
咲
き
ま
し
た
。

恵
那
市
長
島
町
　
安
田 

晃
子
さ
ん

　
４
歳
の
孫
の
名
前
を
は
さ
み
で

彫
っ
て
み
ま
し
た
。

恵
那
市
山
岡
町
　
市
川 

並
三
さ
ん

　
赤
い
花
の
み
ょ
う
が

中
津
川
市
付
知
町
　
熊
谷 

政
光
さ
ん

　み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
写
真

毎
月
楽
し
み
で
す
。

（
お
詫
び
と
訂
正
）

9
月
号
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た「
お
か
し
な
キ
ュ

ウ
リ
」の
提
供
者
は
、
正
し
く
は
田
口
憲
一
さ

ん
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■タテのカギ ■ヨコのカギ ﹇
問
題
﹈二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

　
　
　
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの  本店  組織広報課

■応募締切日
平成28年11月25日(金)
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に農協
全国商品券（1,000円分）をプレゼント

■応募要領
官製ハガキにクイズの答えと、郵便
番号、住所、氏名、年齢、職業、電話
番号、ＪＡまたは広報誌に対する意
見、要望などをご記入の上、下記ま
でお寄せ下さい。

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

7日（水）・8日（木）
平成28年12月のふれあい訪問日

事故をしてしまったら                           　TEL 0120-25-8931
通帳・キャッシュカードを無くしてしまった　TEL 0120-215-522
葬儀に関するご相談は                             TEL 0120-09-8382
電化製品のお問い合わせは                            TEL 0573-78-0122
プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは     TEL 0573-68-7744

11月

12月

9日（水）
〃　　

16日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
7日（水）
〃　　
〃　　

14日（水）
〃　　

恵那支店
坂下支店
本店
加子母支店
付知支店
下野支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

11月

12月

9日（水）
10日（木）
16日（水）
※30日（水）
7日（水）
8日（木）

下野支店
本店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

11月

12月

9日（水）
〃　　

16日（水）
22日（火）
13日（火）
14日（水）

恵那支店
山岡支店
本店
下野支店
山岡支店
恵那支店

月　　日内 容 場　　所

税務
相談

本 店
中 津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

ご案内窓口 市外局番 　（0573）

上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

　
紅
葉
の
撮
影
に
夕
森
へ
行
き

ま
し
た
。
そ
の
日
は
雨
が
降
っ

て
お
り
、
観
光
客
の
傘
が
紅
葉

に
色
合
い
を
足
し
、
さ
ら
に
キ

レ
イ
に
見
え
ま
し
た
。

（カレンダー応募作品より）

雨
の
紅
葉
狩
り

撮

　影
：
原

　秋
尾 

さ
ん

　
　
　
　
（
中
津
川
市
駒
場
）

撮
影
地
： 

夕
森
公
園

■
鈴
木
ち
な
み
の「
元
気
の
み
な
も
と
」が
放
送
さ
れ
、
か
な
り

の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
半
年
前
か
ら
準
備
を
進
め
、
出
演
者

や
撮
影
場
所
を
探
し
何
と
か
放
送
日
に
間
に
合
い
ま
し
た
。
普

段
何
気
な
く
テ
レ
ビ
を
観
て
い
ま
し
た
が
、
一
つ
の
番
組
を
作

る
の
が
こ
ん
な
に
大
変
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ち
な
み

さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。      （
も
）

■「
ち
な
み
な
」の
放
送
を
ど
れ
だ
け
の
方
が
見
て
い
た
だ
け
た

で
し
ょ
う
か
。放
送
で
は
、恵
那
の
お
神
輿
の
映
像
も
流
れ
た
の

で
、職
員
も
テ
レ
ビ
に
で
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
、私
は
タ
イ
ミ

ン
グ
悪
く
映
っ
て
な
か
っ
た
の
で
す
が
・・・
。

　
初
め
て
テ
レ
ビ
の
仕
事
に
携
わ
り
ま
し
た
が
、話
題
づ
く
り

に
も
な
り
、い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（
こ
）

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
①平成２８年度仮決算の結果について
②保証貸付限度額超過貸付金の承認について
③理事との利益相反契約について
【報告事項】
①内部監査結果について
②第２四半期余裕金運用状況について
③反社会的勢力との取引排除に係る対応状
況について

④組合員の加入及び脱退の状況について
⑤中期及び単年度事業計画進捗状況について
⑥平成２８年度ＪＡファンづくり運動進捗状況
について
⑦平成２８年度上期運営委員会検討事項に
ついて
⑧リスク管理債権（第２四半期）の現況について
⑨大口貸出金（上期）の現況について
⑩理事との利益相反契約の結果について
⑪９月末の事業実績について

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品取扱高

32,549人
26億5,325万円

2,182億4,272万円
410億9,351万円
6,848億3,303万円
33億8,743万円
23億2,917万円

第6回理事会   （平成28年１０月２７日）

（平成28年9月30日現在）
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農業所得増大へ
～必要とされるJAを目指す～

特集

H e a r t f u l  C o m m u n i c a t i o n

http://www.ja-higashimino.or.jp/
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　　白菜を電子レンジで３０秒～１分加熱してやわらかくする。
      サーモンを３等分に切って、白菜でサーモンを巻く。
      鍋に水１カップとコンソメを入れ、　  のロール白菜を敷き 
　　詰める。
　　中火にかけて１分沸騰させたら、火を切る。
　　蓋を開けずに１０分蒸らす。

☆ベストコンビ

白菜のカリウム＋サーモンのＤＨＡ・ＥＰＡ　

血圧が気になる方におすすめ

ビタミンＣとカリウムは煮汁ごと摂取
ビタミンＣとカリウムは、水に溶け出る性質があります。
効率よく摂取するには、煮汁ごと食べられるスープや鍋が
おすすめ。

白菜をざく切りにする。
しめじは下を切り落とし、ばらす。
フライパンにサラダ油を敷い   　と　　をサッと炒め、
オイスターソースで味付けする。

白菜
サーモン

　

…………………………６枚
……………………２切

水
コンソメ
………………………１カップ

……………………1個

管理栄養士の
「おすすめレシピ」

材料　　　　　　　　　　　　　　（2人分）

白菜
しめじ
　

……………………1/8玉
…………………1パック

油
オイスターソース

　

………………………小さじ１
………大さじ１

材料　　　　　　　　　　　　　　（2人分）

作り方

作り方

エネルギー：67kcal　たんぱく質：9.5ｇ　脂質：1.8ｇ　塩分：1.2ｇ

１人当たりの栄養量

エネルギー：35kcal　たんぱく質：2.4ｇ　脂質：1.4ｇ　塩分：1.0ｇ

１人当たりの栄養量


